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1. 目的と報告の範囲 

既報[1]ではエレベーター（以下、EV）の譲り合い促進

の行動変容ステージモデルについて報告した。本報では、

譲り合いを促進する施策のデザイン検討および駅での実

証実験の計画と被験者の選定について報告する。 

2. 施策のデザイン検討 

(1) 課題認識効果とナッジ効果を狙ったデザイン検討 

既報で得られた「課題意識を高める施策」と「EV の優

先設備としての認識を高めるナッジ 」の各デザイン要素

について検討し、それらの要素を組合せることによって

施策のデザインを検討した。 

(2) 各要素の狙いについて 

EV の外装・内装を対象に各デザイン要素を検討した。

課題意識を高める施策として EV 対象利用者（以下、対

象利用者）の課題を伝えるメッセージ要素の検討と、優

先設備としての認識を高めるナッジとして、ピンク色や

ピクトグラム等のグラフィック要素の検討を行った。各

施策のデザイン要素と意図した効果について、下記の図

に記す。 

Fig. 2  EV 内装の施策のデザイン要素 

3. 実証実験の計画 

(1) 実証実験の全体構成 

EV に対する施策のデザインについて、乗客行動の性質

が異なる 2駅に設置して実証実験を行い、譲り合い促進の

効果検証を実施した。効果検証の方法として、今回は定

量調査と定性調査を実施した。 

定量調査では、施策の実施前後で EV の一般利用者と対

象利用者の人数を計測し、利用人数・割合の変化を定量

的に把握し、効果を検証した。ただし、一般利用者か対

象利用者かは、調査員の目視で判断した。 

定性調査では、半構造化インタビューにより、施策の

デザインのどの要素が課題認識を高める上で効果的か、

施策を体験した被験者の心理状態も含めて定性的に把握

した。 

(2) 実験対象駅の選定 

実験対象駅は、「駅周辺に住宅地域があり、主に朝夕の

通勤に利用されている駅（以下、住宅駅）」と「主に乗り

換えの駅として利用されていて、乗り換え時間の短さか

ら、構内の移動時に心理的負担がある駅（以下、乗り換

え駅）」といった乗客行動の性質が異なる２駅を選定した。 

(3) 施策のデザインの強度 

実験対象駅の「住宅駅」では上り方面と下り方面の 2箇
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Fig. 1 EV 外装の施策のデザイン要素 
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所の EV、「乗り換え駅」では 1 箇所の EV に施策を設置し

た。計 3 箇所に関して、Fig.1 の要素の数で施策に強・

中・弱のバリエーションをもたせて設置し、対象駅の比

較と、施策の強度の違いによる比較を行い、効果を検証

した。 

住宅駅（上り方面）は施策「強」のパターン B（Fig.4）

で、全ての要素が盛り込まれたものを設置した。同じ住

宅駅で施策の差分による効果を測るため、住宅駅（下り

方面）には施策「弱」のパターン A（Fig.3）を設置した。

外装のピンクの色面の領域を減らし、シャフトのメッセ

ージ、ディスプレー付近の対象利用者のピクトグラム、

呼び出しボタン傍のメッセージの要素を採用した。 

 乗り換え駅では、EV 付近の人流を考慮し、施策「強」

のパターン Bから人型看板を除いた強度「中」の施策を設

置した。施策強度「中」のパターン C（Fig.5）は外装の

ピンクの色面の領域を最大にし、対象利用者のピクトグ

ラム、呼び出しボタン傍のメッセージ、優先 EV の文言・

車いすピクトグラム、床面のシール、シャフトのメッセ

ージの要素を採用した。 

Fig.3 パターン A（施策デザイン強度 弱） 

Fig.4 パターン B（施策デザイン強度 強） 

Fig.5 パターン C（施策デザイン強度 中） 

 

 

Fig.6 施策のデザインの強度と配置 

(4) 定量調査 

実験対象駅において、EV を利用する一般利用者と対象

利用者に関して、定量調査を実施した。 

実施時期は、施策実施前の①2021年 7月上旬、②9月上

旬（緊急事態宣言中かつオリンピックパラリンピック実

施期間中）、施策実施直後の③10 月上旬、施策実施の一ヶ

月後の④10 月下旬の計 4 回で計測を実施した。なお緊急

事態宣言等の影響により駅の全利用者数には変動がある

ため、駅の入場記録のデータから、全利用者の人数変動

を把握し、測定値に人数変動率を割引く補正をした。 

(5) 定性調査 

事前の Web アンケートで募集した被験者 10 名に対して、

2021年10月16日～24日の期間で、定性調査を実施した。 

実証実験の被験者の選定は、既報のアンケート調査結

果を踏まえて、「①EV を比較的よく利用する属性」「②空

いていれば EV を利用しても良いと考えている属性」の 2

つの属性に絞り、選定した。 

構成は、対象駅の2駅で被験者に施策を体験してもらっ

た後、別の会場に移動し半構造化インタビューを実施し

た。施策体験時の所感や、検討した施策のどのような部

分が行動や気持ちに影響するかを被験者の発話から把握

できるように質問項目の設計を行った。 

4. まとめ 

本稿では譲り合いを促進するための施策のデザイン検

討と実証実験の計画、被験者の選定について報告した。

続報[2]では、実証実験の結果とその結果の分析の報告を行

う。 
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